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久留米入城400年モノ語り❼
シリーズ

▶明善堂講堂。８歳から
15 歳までの藩士の子が
通っていました。昭和 20
年空襲で焼失
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は今回のモノ語
りと関わる藩主

HPならではの
秘話も連載中！

関連イベント「久留米藩主有馬家歴代」展は３ページへ

▲茶人、和算研究者、愛犬
家などバラエティーに富む
人材を輩出した有馬家を紹
介。8月 2日㈪まで開催中

▶歌川国貞画「久留
米小野川才助図」。19
歳の頃には身長が 6
尺 3 寸（191 ㎝） も
ありました

シリーズ　今、気づき、じんけん

共に生きる ９

支え合いが
心の栄養になる

　全国的に自殺者が増えています。新型コロナ
の影響で、暮らしや健康問題などの悪化も要因
の一つといわれています。久留米市民ゲート
キーパー絆の会顧問で、久留米大学学長の内村
直尚さんに、自殺を防ぐ取り組みを聞きました。

孤立化が進んでいる
　コロナ禍は、私たちを孤立化させています。
高齢者や障害のある人などの社会的弱者は特に
顕著です。社会的弱者は支援やコミュニケー
ションをより必要とします。しかし、地域の集
まりどころか、病院やデイサービスなどの医療・
介護施設にも行きにくくなっています。そうな
るとコミュニケーションが取れずに、一人で思
い悩み、抱え込んでしまいます。

誰かに話すことは心の栄養
　心に余裕がないと、イライラしやすくなり、
周りの人のことを考えられなくなります。心の
コントロールはとても難しく、誰かの何気ない

一声などでも不安定になります。孤立は心が不安
定になる大きな要因です。人と話して、愚痴をこ
ぼすだけでも、気は楽になります。誰かに相談す
ることは、心の安定につながり、心の栄養にもな
ります。心が不安定な状態だと、誰かに話すとい
う選択すらできないことも。抱え込む前に身近な
人や行政の「こころの健康相談」、かかりつけ医
を頼るなど、まずは誰かに話してほしいですね。

お互いの支え合いが住みやすいまちへ
　久留米市は、大学や医師会と一体になって自
殺対策をしています。地域の人を見守って命の
門番となる市民の活動「ゲートキーパー」が加
わることで、孤立化をより防ぐことができます。
ゲートキーパーが地域の人たちの「少し元気が
ない」ことに気付き、声を掛ける。相談機関に
つないで、その後も見守る。これはまさに「共
に生きる」の実践だと思います。久留米地域は
この支え合いの活動がしっかりとできていま
す。コロナ禍の今は、これまで培ってきた「共
に生きる精神」を発揮するときです。先の見え
ないこの苦しい状況下で、自分のことだけを考
えていては生きていけません。みんなで支え合
い、一人一人が相手のことを考えながら共に生
きていくと、本当に住みやすいまちになってい
くと思います。
問保健予防課
（☎0942･30･9728、℻ 0942･30･9335）
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内

村
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長

久留米大学の医師で、精神医
学・睡眠医学を専門分野とす
る。睡眠研究の第一人者とし
て活躍。令和 2 年から久留
米大学の学長を務める。昭和
31（1956）年生まれ。

内村直尚さん
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